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３
月
４
日
午
後
の
衆
議
院
本
会

議
で
平
成
２０
年
度
第
２
次
補
正
予

算
関
連
法
案
が
再
可
決
さ
れ
、
成

立
し
た
。
同
法
案
に
は
、
麻
生
総

理
が
実
現
を
目
指
し
て
い
た
２
兆

円
規
模
の
定
額
給
付
金
の
財
源
措

置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、

法
案
成
立
の
可
否
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
た
。
定
額
給
付
金
に
反
対

す
る
野
党
が
、
徹
底
抗
戦
を
挑
ん

で
い
た
た
め
だ
。
関
連
法
の
成
立

を
受
け
、
早
い
自
治
体
で
は
翌
５

日
か
ら
支
給
を
開
始
し
て
い
る
。

麻
生
総
理
が
定
額
給
付
金
構
想

を
打
ち
出
し
た
の
は
昨
年
の
１０
月

３０
日
。
追
加
経
済
対
策
の
策
定
が

発
端
と
な
っ
た
。
同
対
策
に
、
総

額
２
兆
円
に
及
ぶ
定
額
給
付
金
の

実
施
が
盛
り
込
ま
れ
た
た
め
だ
。

定
額
給
付
金
の
支
給
は
平
成
２０

年
度
内
の
支
給
を
目
指
す
も
の
と

さ
れ
た
。
年
度
内
に
支
給
す
る
た

め
に
は
、
２０
年
度
予
算
に
対
し
補

正
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
国
会
へ
提
出
さ
れ
た

の
が
第
２
次
補
正
予
算
だ
っ
た
。

第
２
次
補
正
予
算
は
、
麻
生
総

理
が
進
め
る
景
気
回
復
策
の
第
２

段
階
。
１０
月
１６
日
に
成
立
し
た
第

１
次
補
正
予
算
を
第
１
段
階
、
２１

年
度
予
算
案
を
第
３
段
階
と
す
る

３
段
構
え
で
、
不
況
か
ら
の
脱
却

を
ね
ら
う
。
定
額
給
付
金
は
第
２

段
階
に
お
け
る
、
い
わ
ば
目
玉
の

施
策
で
あ
っ
た
。

第
２
次
補
正
予
算
自
体
は
、
１

月
２７
日
に
成
立
し
た
。
し
か
し
補

正
予
算
の
執
行
に
必
要
な
財
源
を

措
置
す
る
関
連
法
案
は
、
成
立
ま

で
に
紆
余
曲
折
の
道
程
を
経
る
こ

と
と
な
っ
た
。
参
議
院
で
野
党
議

員
が
多
数
を
占
め
る
「
ね
じ
れ
国

会
」
の
影
響
を
受
け
た
た
め
だ
。

１
月
１３
日
の
衆
議
院
通
過
後
、

関
連
法
案
は
参
議
院
へ
。
関
連
法

案
は
参
議
院
で
議
決
さ
れ
な
け
れ

ば
、
６０
日
後
に
衆
議
院
で
出
席
議

員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
で
再

可
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
定
額
給

付
金
に
反
対
す
る
野
党
側
は
、
衆

議
院
で
の
再
可
決
を
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
同
給
付
金
の
廃
止
を
求
め

徹
底
抗
戦
を
挑
ん
だ
。

３
月
４
日
午
前
、
参
議
院
は
本

会
議
を
開
き
、
関
連
法
案
を
賛
成

１
０
７
票
、
反
対
１
３
３
票
で
否

決
し
た
。
両
院
の
議
決
が
異
な
っ

た
た
め
、
憲
法
第
５９
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
衆
議
院
で
再
び
採

決
し
、
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
で

可
決
、
成
立
し
た
。

年
度
末
を
目
前
に
し
て
、
よ
う

や
く
定
額
給
付
金
支
給
へ
の
道
が

開
け
た
。
た
だ
し
関
連
法
成
立
の

遅
れ
は
、
定
額
給
付
金
の
給
付
事

務
を
担
う
市
町
村
を
直
撃
。
総
務

省
の
調
査
�
右
掲
�
に
よ
る
と
、

年
度
内
に
支
給
を
開
始
す
る
市
町

村
は
２
割
に
と
ど
ま
る
見
通
し
。

し
か
し
市
町
村
は
、
給
付
に
あ

わ
せ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

準
備
す
る
な
ど
、
消
費
拡
大
策
に

知
恵
を
絞
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
努
力
し
て
い
る
も
よ
う
だ
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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定額給付金に関する申請書送付・給付予定
時期等調査結果（平成２１年２月２０日時点）

０．９％
６．２％
２４．４％
３９．４％
１６．２％
７．５％
５．２％
０．２％

※１，２７９団体（７０．９％）が年度内に送付予定
―
１．３％
２０．８％
１１．７％
１７．６％
４８．４％
０．２％

※４００団体（２２．２％）が年度内に給付予定

定額給付金に関する地域の取組状況
（平成２１年３月１日時点）

�給付時期にあわせ、プレミアム付き商品券を商工関
係団体、または同団体と自治体が共同で発行予定

６９８市区町村（４７都道府県）
《前回調査時 １２９市区町村（３４都道府県）》

�消費拡大セールを予定
１１７市区町村（３９都道府県）

《前回調査時 ８市町（８道県）》

�寄付を募り他の施策に活用する取組を予定
６４市区町（２３都道府県）

《前回調査時 ２市（２都府）》

※前回調査は平成２１年１月２９日時点

【いずれも総務省定額給付金室調べ】

１６団体
１１２団体
４４１団体
７１０団体
２９２団体
１３６団体
９４団体
３団体

０団体
２４団体
３７６団体
２１１団体
３１７団体
８７３団体
３団体

�２月下旬
�３月上旬
�３月中旬
�３月下旬
�４月上旬
�４月中旬
�４月下旬以降
�未定

�３月上旬
�３月中旬
�３月下旬
�４月上旬
�４月中旬
�４月下旬以降
�未定

（
予
定
含
む
）

申
請
書
送
付
時
期

（
予
定
含
む
）

給
付
時
期

景
気
対
策
・
第
２
段
階
へ

定定額額給給付付金金支支給給へへ
第２次補正予算関連法が成立

再
議
決
で
投
票
す
る
麻
生
総
理（
左
下
・
写
真
提
供＝

内
閣
広
報
室
）

（１） 平成２１年３月１５日 第１７１８号
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１
�
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

�
道
路
関
係

平
成
２１
年
度
国
土
交
通
省
の
道

路
関
係
予
算
で
は
、
道
路
整
備
に

１
兆
３
０
４
２
億
円
、
う
ち
一
般

道
路
に
１
兆
１
９
８
８
億
円
、
有

料
道
路
に
１
０
５
３
億
円
が
配
分

さ
れ
た
。
ま
た
、
道
路
環
境
整
備

に
４
４
２
４
億
円
が
計
上
さ
れ
た

ほ
か
、
「
地
域
活
力
基
盤
創
造
交

付
金
」
と
し
て
９
４
０
０
億
円
が

地
方
の
実
情
に
応
じ
て
使
用
で
き

る
交
付
金
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。

道
路
関
係
の
重
点
施
策
と
し
て

は
、
�
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
、
厳
格
な
評
価
を
行
い
つ
つ

徹
底
し
た
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
、

効
率
的
な
整
備
を
推
進
�
拠
点
的

な
空
港
・
港
湾
か
ら
高
速
道
路
等

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推

進
�
国
際
基
準
コ
ン
テ
ナ
車
の
通

行
支
障
区
間
を
早
期
解
消
な
ど
、

成
長
力
確
保
の
た
め
の
基
幹
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
有
効
活
用
が

挙
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
既
存
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
・
機
能
強

化
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
�
政

策
課
題
に
対
応
し
た
効
果
的
な
高

速
道
路
料
金
の
引
下
げ
の
実
施
�

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

増
設
の
推
進
及
び
ア
ク
セ
ス
道
路

を
整
備
す
る
地
方
公
共
団
体
へ
の

総
合
的
支
援
―
―
が
図
ら
れ
る
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
で
計
画
的

な
道
路
管
理
で
は
、
今
後
、
高
齢

化
し
た
橋
梁
等
が
急
増
す
る
中
、

定
期
的
な
点
検
に
よ
り
早
期
発
見

・
早
期
補
修
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
道
路
橋
の
予
防
保

全
の
着
実
な
実
施
」
が
新
設
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
「
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策

定
及
び
点
検
実
施
の
支
援
」
が
拡

充
さ
れ
、
橋
梁
点
検
に
要
す
る
費

用
が
補
助
対
象
に
追
加
さ
れ
た
。

�
鉄
道
関
係

鉄
道
関
係
予
算
で
は
、
整
備
新

幹
線
に
つ
い
て
、
国
費
は
前
年
度

と
同
額
の
７
０
０
億
円
と
な
っ
た

が
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
前
年
度

を
４
０
０
億
円
上
回
る
過
去
最
高

の
３
５
３
９
億
円
が
計
上
さ
れ

た
。
北
海
道
線
区
で
は
新
青
森
・

新
函
館
間
に
３
３
７
億
円
、
東
北

線
区
で
は
八
戸
・
新
青
森
間
に
３

５
０
億
円
、
北
陸
線
区
で
は
長
野

・
金
沢
間
（
白
山
総
合
車
両
基

地
）
と
福
井
駅
部
に
１
１
９
３
億

円
、
九
州
線
区
で
は
博
多
・
新
八

代
間
（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）
に
１
６

０
０
億
円
、
武
雄
温
泉
・
諫
早
間

（
長
崎
ル
ー
ト
）
に
５０
億
円
が
充

て
ら
れ
る
。
加
え
て
、
直
ち
に
認

可
・
着
工
が
行
え
る
よ
う
、
着
工

調
整
費
９
億
円
が
計
上
さ
れ
、
各

新
規
着
工
区
間
の
早
急
な
完
成
が

目
指
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
都
市
・
幹
線
鉄
道
整
備

事
業
と
し
て
「
成
田
高
速
鉄
道
ア

ク
セ
ス
線
の
整
備
等
」
に
４６
億

円
、
「
都
市
鉄
道
の
利
便
性
増
進

・
貨
物
鉄
道
の
旅
客
線
化
・
鉄
道

駅
の
総
合
的
な
改
善
・
地
下
高
速

鉄
道
の
整
備
」
に
３
０
０
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。

�
地
域
公
共
交
通
関
係

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
再
生

の
た
め
、
鉄
道
・
バ
ス
・
旅
客
船

等
へ
の
支
援
を
行
い
、
創
意
工
夫

を
生
か
し
て
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス

改
善
を
図
る
「
地
域
公
共
交
通
活

性
化
・
再
生
総
合
事
業
」
に
４４
億

円
が
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、
「
地
域

公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
等
」

に
３６
億
円
が
計
上
さ
れ
、
地
域
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
一
層
の
対
応

が
図
ら
れ
る
。

�
空
港
・
港
湾
関
係

空
港
関
係
予
算
で
は
、
空
港
整

備
事
業
（
特
別
会
計
ベ
ー
ス
）
に

３
２
９
９
億
円
、
う
ち
首
都
圏
空

港
の
羽
田
・
成
田
国
際
空
港
に
２

５
６
７
億
円
、
関
西
国
際
空
港
等

に
１
２
０
億
円
が
計
上
さ
れ
、
新

設
滑
走
路
・
誘
導
路
や
航
空
保
安

施
設
等
が
整
備
さ
れ
る
。
一
般
空

港
に
お
い
て
は
、
３
９
１
億
円
で

継
続
事
業
５
空
港
の
滑
走
路
延
長

等
が
実
施
さ
れ
る
。

港
湾
関
係
予
算
で
は
、
港
湾
整

備
事
業
に
３
７
３
３
億
円
、
う
ち

ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
に
１
９
０
１
億
円
、
港
湾
を

核
と
し
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
に
１
０
７
６
億
円
、
大
規
模

災
害
へ
の
対
応
力
強
化
等
と
し
て

２
０
６
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

２
�
自
然
災
害
対
策

近
年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
予
測
が
難
し

い
大
規
模
短
時
間
降
雨
の
発
生
な

ど
に
伴
う
災
害
の
増
大
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
「
地
球
温
暖
化

に
伴
う
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
へ
の

緊
急
的
対
応
の
強
化
」
と
し
て
１

２
２
０
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

ま
た
、
２０
年
６
月
に
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
地
震
対
策
の
充
実
強
化
と

し
て
、
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
改

修
を
総
合
的
・
効
率
的
に
支
援
す

る
「
住
宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ

ク
形
成
事
業
」
や
孤
立
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
集
落
に
対
す
る
「
中
山

間
地
等
の
孤
立
集
落
対
策
の
推

進
」
が
新
設
さ
れ
た
。

な
お
、
２０
年
４
月
に
発
足
し
た

「
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ

Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）」の
出
動
に
あ

た
っ
て
は
、
大
規
模
自
然
災
害
時

発
災
直
後
の
緊
急
調
査
に
加
え
、

被
害
拡
大
の
防
止
の
た
め
の
緊
急

対
応
を
可
能
と
す
る
新
た
な
制
度

の
創
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

３
�
都
市
基
盤
関
係

地
域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た

都
市
再
生
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」

「
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
「
低
炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
」

等
、
国
と
し
て
も
特
に
推
進
す
べ

き
施
策
に
関
連
し
た
都
市
再
生
の

円
滑
か
つ
迅
速
な
推
進
を
図
る
た

め
、
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
の

交
付
率
上
限
が
４０
％
か
ら
４５
％
に

拡
充
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
方
都
市
に
お
い
て

は
、
駅
前
の
大
規
模
商
店
施
設
の

衰
退
や
空
き
地
・
空
き
店
舗
の
発

生
な
ど
、
ま
ち
の
魅
力
・
活
力
の

低
下
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

特
に
地
方
都
市
等
に
お
け
る
大
規

模
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
に

支
援
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
民

間
の
ま
ち
づ
く
り
担
い
手
に
よ

る
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
に
支
援
を

行
う
な
ど
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
が
図
ら
れ
る
。

４
�
観
光
立
国
の
推
進

国
際
競
争
力
の
高
い
、
魅
力
あ

る
観
光
地
の
形
成
や
観
光
産
業
の

国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
観
光
の

振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
観
光
庁

が
２０
年
１０
月
に
設
置
さ
れ
た
。
２１

年
度
予
算
と
し
て
６３
億
円
が
計
上

さ
れ
た
。
特
に
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
１
０
０
０
万
人
を
目
指
す

「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
３３
億
円
を
確
保
。
我
が
国
の
魅

力
を
海
外
に
向
け
一
層
Ｐ
Ｒ
す
る
。

（
担
当
・
建
設
運
輸
委
員
会
）

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

前
回
に
引
き
続
き
、
本
会
の
各
委
員
会
の
平
成
２０
年
度
要
望
活
動
結

果
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

２０年度

本本

会会

委委
員員
会会

活活
動動
結結
果果
のの
概概
要要

�

第１７１８号 平成２１年３月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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１
�
２１
年
度
政
府
予
算

平
成
２１
年
度
の
政
府
予
算
は
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
基
本
的
方

向
性
を
維
持
し
つ
つ
、
予
算
配
分

の
重
点
化
を
行
う
と
と
も
に
、
世

界
の
経
済
金
融
情
勢
の
変
化
を
受

け
、
状
況
に
応
じ
て
果
断
な
対
応

を
機
動
的
か
つ
弾
力
的
に
行
う
と

の
考
え
方
に
よ
り
編
成
さ
れ
、
一

般
会
計
は
８８
兆
５
４
８
０
億
円

（
対
前
年
度
比
６
・
６
％
増
）
、

一
般
歳
出
は
５１
兆
７
３
１
０
億
円

（
同
９
・
４
％
増
）と
な
っ
た
。な

お
、
経
済
緊
急
対
応
予
備
費
と
し

て
１
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
規
国
債
発
行
額
は
、

景
気
後
退
に
よ
る
税
収
の
大
幅
な

減
少
に
よ
り
、
３３
兆
２
９
４
０
億

円
（
同
３１
・
３
％
増
）
と
大
幅
な

増
額
と
な
っ
た
。

政
府
は
２０
年
１２
月
２４
日
の
臨
時

閣
議
に
お
い
て
、
２１
年
度
予
算
案

を
決
定
し
て
い
る
。

２
�
２１
年
度
地
方
財
政
対
策

２１
年
度
の
地
方
財
政
対
策
は
、

２０
年
１２
月
１８
日
に
鳩
山
総
務
大
臣

と
中
川
財
務
大
臣
（
当
時
）
と
の

折
衝
に
よ
り
、
決
着
し
た
。

２１
年
度
に
お
い
て
は
、
景
気
後

退
等
に
伴
い
、
地
方
税
収
入
や
地

方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収

入
が
急
激
に
落
ち
込
む
中
で
、
社

会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
や
公
債

費
の
高
水
準
で
の
推
移
等
に
よ

り
、
財
源
不
足
が
大
幅
に
拡
大
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
た
。

こ
の
た
め
、
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
地
方
交
付
税
及
び
一

般
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
極
め
て
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
地

方
の
切
実
な
声
を
踏
ま
え
、
「
生

活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
」

（
２０
年
１２
月
１９
日
経
済
対
策
閣
僚

会
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
既
定
の

加
算
と
は
別
枠
で
地
方
交
付
税
を

１
兆
円
増
額
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
地
方
財

政
計
画
の
歳
出
を
増
額
し
、
特
別

枠
「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」
を

創
設
す
る
な
ど
、
地
方
公
共
団
体

が
雇
用
創
出
等
を
図
る
と
と
も
に

「
生
活
者
の
暮
ら
し
の
安
心
」
や

「
地
方
の
底
力
の
発
揮
」
に
向
け

た
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
と
し
て
１
兆
円
が
追
加
計

上
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
、
大
幅
な
税
収
減
な

ど
に
よ
り
生
じ
る
財
源
不
足
に
対

し
て
は
、
国
と
地
方
が
折
半
し
て

補
て
ん
す
る
な
ど
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
２１
年
度
の

地
方
交
付
税
総
額
は
１５
兆
８
２
０

２
億
円
（
同
２
・
７
％
増
）
と
９

年
ぶ
り
に
４
０
０
０
億
円
以
上
の

増
額
と
な
り
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
含
め
た
実
質
的
な
地
方
交
付
税

の
総
額
は
、
２０
兆
９
６
８
８
億
円

（
同
２
兆
７
２
９
５
億
円
、
１５
・

０
％
増
）
と
１６
年
度
以
来
の
水
準

を
確
保
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
方
財
政
計
画
の

規
模
は
８２
兆
５
５
５
７
億
円
と
な

り
、
そ
の
う
ち
地
方
一
般
歳
出
は

６６
兆
２
１
８
６
億
円
（
同
４
５
６

０
億
円
、
０
・
７
％
増
）
と
１０
年

ぶ
り
の
大
幅
な
増
額
を
確
保
、
一

般
財
源
（
水
準
超
経
費
除
き
）
の

総
額
は
、
５７
兆
７
９
８
６
億
円

（
同
３
６
２
８
億
円
、
０
・
６
％

増
）
と
な
っ
た
。

３
�
２１
年
度
地
方
税
制
改
正

２１
年
度
の
地
方
税
制
改
正
に
お

い
て
は
、
現
下
の
社
会
・
経
済
情

勢
を
踏
ま
え
、
安
心
で
活
力
あ
る

経
済
社
会
の
実
現
に
資
す
る
観
点

か
ら
、
個
人
住
民
税
に
お
け
る
新

た
な
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
の
創
設
を
は
じ
め
、
土
地
及
び

住
宅
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
税

率
の
引
下
げ
措
置
の
延
長
、
２１
年

度
評
価
替
え
に
伴
う
土
地
に
係
る

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

税
負
担
の
調
整
が
図
ら
れ
る
。

ま
た
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
自
動
車
に
係
る
自
動
車
取
得
税

の
税
率
の
引
下
げ
等
の
特
例
措
置

の
拡
充
、
軽
油
引
取
税
等
の
一
般

財
源
化
等
を
行
う
ほ
か
、
非
課
税

等
特
別
措
置
の
整
理
合
理
化
等
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

こ
の
う
ち
、
個
人
住
民
税
に
お

け
る
新
た
な
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
の
創
設
に
伴
う
２２
年
度

以
降
の
減
収
に
つ
い
て
は
、
そ
の

全
額
を
減
収
補
て
ん
特
例
交
付
金

で
補
て
ん
す
る
こ
と
と
し
た
。

次
に
、
道
路
特
定
財
源
に
つ
い

て
は
、
２１
年
度
か
ら
の
一
般
財
源

化
に
あ
た
り
、
関
係
税
制
の
現
行

の
税
率
水
準
を
原
則
維
持
す
る
と

と
も
に
、
自
動
車
取
得
税
及
び
軽

油
引
取
税
を
目
的
税
か
ら
普
通
税

に
改
め
、
使
途
制
限
を
廃
止
、
ま

た
地
方
道
路
譲
与
税
の
名
称
を
地

方
揮
発
油
譲
与
税
に
改
め
、
地
方

譲
与
税
の
使
途
制
限
を
廃
止
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

自
動
車
関
係
諸
税
の
減
税
が
市
町

村
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
自
動
車
取
得
税

交
付
金
の
減
収
の
一
部
に
つ
い

て
、
２１
年
度
か
ら
２３
年
度
ま
で
の

間
、
減
収
補
て
ん
特
例
交
付
金
に

よ
り
補
て
ん
す
る
こ
と
と
し
た
。

加
え
て
、
「
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
等
に
つ
い
て
」
（
２０

年
１２
月
８
日
政
府
・
与
党
）
に
基

づ
き
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付

金
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
道
路
を

中
心
に
関
連
す
る
他
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
関
連
す
る
ソ
フ
ト
事
業
も

含
め
、
地
方
の
実
情
に
応
じ
て
使

用
で
き
る
「
地
域
活
力
基
盤
創
造

交
付
金
」
（
９
４
０
０
億
円
）
を

創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
の

財
源
総
額
が
ほ
ぼ
確
保
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
地
方
消
費
税
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
「
持
続
可
能
な
社

会
保
障
構
築
と
そ
の
安
定
財
源
確

保
に
向
け
た
『
中
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
』
」
（
２０
年
１２
月
２４
日
閣
議
決

定
）
に
お
い
て
、
税
制
抜
本
改
革

の
基
本
的
方
向
性
と
し
て
、
「
地

方
税
制
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権

の
推
進
と
、
国
・
地
方
を
通
じ
た

社
会
保
障
制
度
の
安
定
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
、
地
方
消
費
税
の
充

実
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
方

法
人
課
税
の
在
り
方
を
見
直
す
こ

と
に
よ
り
、
税
源
の
偏
在
性
が
小

さ
く
、
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税

体
系
の
構
築
を
進
め
る
」
と
の
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

４
�
２１
年
度
地
方
債
計
画

２１
年
度
の
地
方
債
計
画
は
、
極

め
て
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況
の

下
で
、
地
方
財
源
の
不
足
に
対
処

す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
ほ

か
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
活
性

化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
生
活
関
連
基
盤
の
整
備
を
計

画
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
所
要

の
地
方
債
資
金
の
確
保
を
図
る
こ

と
と
し
て
策
定
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
「
生
活
対
策
」
（
２０

年
１０
月
３０
日
新
た
な
経
済
対
策
に

関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済

対
策
閣
僚
会
議
決
定
）
に
お
け
る

地
方
公
共
団
体
支
援
策
の
一
つ
と

し
て
、
「
地
方
自
治
体
（
一
般
会

計
）
に
長
期
・
低
利
の
資
金
を
融

通
で
き
る
、
地
方
共
同
の
金
融
機

構
の
創
設
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体

の
資
金
ニ
ー
ズ
へ
の
適
時
・
適
切

な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
地

方
公
営
企
業
等
金
融
機
構
の
改
組

に
よ
り
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構

を
創
設
し
、
一
般
会
計
事
業
に
つ

い
て
も
貸
し
付
け
対
象
と
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

２１
年
度
地
方
債
計
画
の
総
額

は
、
１４
兆
１
８
４
４
億
円
（
前
年

度
比
１３
・
７
％
増
）
と
な
っ
て
い

る
。（

担
当
・
地
方
財
政
委
員
会
）

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

（３） 平成２１年３月１５日 第１７１８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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９９
議議
長長
会会
総総
会会

４４
月月
にに
開開
催催
へへ

北
海
道
か
ら
九
州
の
９
議
長
会

は
、
４
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
総
会
を
開
催

す
る
。

総
会
で
は
、
各
議
長
会
の
会
長

は
じ
め
新
役
員
を
選
出
す
る
と
と

も
に
、
５
月
２７
日
開
催
の
本
会
第

８５
回
定
期
総
会
に
提
出
す
る
要
望

議
案
な
ど
を
決
定
す
る
。

各
議
長
会
総
会
の
開
催
日
と
主

催
市
は
次
の
と
お
り
。

▽
北
海
道
�
４
月
２３
日

登
別
市

▽
東
北
�
４
月
１６
日

盛
岡
市

▽
北
信
越
�
４
月
２２
日

福
井
市

▽
関
東
�
４
月
２３
日

宇
都
宮
市

▽
東
海
�
４
月
２３
日

豊
橋
市

▽
近
畿
�
４
月
２１
日

吹
田
市

▽
中
国
�
４
月
２２
日

岩
国
市

▽
四
国
�
４
月
２３
日

徳
島
市

▽
九
州
�
４
月
２３
日

大
分
市

北北
海海
道道
のの
巻巻

春
、
４
月
と
い
う
と
多
く
の
人

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
桜
の
花
び

ら
舞
う
入
学
式
、
お
花
見
…
…
。

と
こ
ろ
が
、
北
海
道
の
花
見
は

ち
ょ
っ
と
違
う
。
ま
ず
、
桜
が
咲

く
の
が
５
月
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

こ
で
は
必
ず
�
ジ
ン
パ
�
、
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

る
の
だ
。

北
海
道
で
は
コ
ン
ビ
ニ
に
も
、

簡
易
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
が
お
い
て

あ
る
の
が
当
た
り
前
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、
人
が
集
ま
れ
ば
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
！
お
花
見
と
い
え
ば
、

桜
だ
け
で
な
く
、
秋
に
も
観
楓
会

と
呼
ば
れ
る
、
紅
葉
を
愛
で
る
、

い
わ
ば
秋
版
の
お
花
見
の
よ
う
な

宴
が
開
催
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
定
番
だ
。

共
通
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ

も
寒
空
の
下
、
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
北
海
道
の
寒
さ
た
る
や
、
都

府
県
人
の
想
像
を
超
え
る
も
の
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
玄
関
に
は
温

室
の
よ
う
な
玄
関
フ
ー
ド
が
設
置

さ
れ
、
水
道
の
元
栓
は
凍
ら
な
い

よ
う
に
、
家
の
中
に
あ
る
の
が
一

般
的
。
お
盆
過
ぎ
る
と
Ｔ
Ｖ
で
ス

ト
ー
ブ
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
始
め
る
。

冬
靴
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
出
る
ス
パ

イ
ク
が
標
準
装
備
。

寒
さ
同
様
、
独
特
の
習
慣
も
少

な
く
な
い
。
た
と
え
ば
結
婚
式
会

費
制
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
、
お
葬

式
で
は
領
収
書
を
も
ら
う
の
が
常

識
。
お
通
夜
で
香
典
袋
を
受
付
の

人
に
渡
す
と
、
そ
の
場
で
袋
を
ビ

リ
ッ
と
破
り
、
中
身
を
確
認
さ

れ
、
お
香
典
の
領
収
書
を
手
渡
さ

れ
る
の
だ
。
合
理
的
で
明
朗
会
計

な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
赤
飯
に
は
小
豆
で
は
な

く
、
な
ん
と
甘
納
豆
が
入
っ
て
い

る
。
当
然
、
甘
い
の
だ
が
、
こ
れ

は
こ
れ
で
な
か
な
か
お
い
し
く
、

コ
ン
ビ
ニ
で
も
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
に
甘
納
豆
赤
飯
の
お
に
ぎ
り
が

並
ん
で
い
る
。
道
産
子
に
愛
さ
れ

る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
。
ド
リ
ン
ク
で
は
、
乳
酸
菌
飲

料
「
カ
ツ
ゲ
ン
」
だ
。
一
般
的
な

乳
酸
菌
飲
料
よ
り
濃
く
て
酸
味
が

強
い
の
が
特
徴
だ
っ
た
が
、
現
在

は
「
ソ
フ
ト
カ
ツ
ゲ
ン
」
と
名
称

を
変
え
、
マ
イ
ル
ド
な
味
に
な
っ

て
い
る
。

炭
酸
飲
料
の
代
表
格
は
「
ガ
ラ

ナ
」
。
コ
ー
ラ
の
よ
う
な
色
を
し

て
、
や
や
苦
味
の
あ
る
薬
の
よ
う

な
味
が
特
徴
だ
。
こ
れ
は
戦
後
、

日
本
中
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
カ
・
コ

ー
ラ
が
普
及
し
た
際
、
そ
れ
に
負

け
じ
と
国
内
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ド
リ
ン
ク
を
開
発

し
た
が
、
コ
ー
ラ
の
普
及
が
他
の

都
府
県
に
比
べ
遅
か
っ
た
北
海
道

で
は
、
そ
れ
以
前
に
売
り
出
さ
れ

て
い
た
ガ
ラ
ナ
が
定
着
し
、
現
在

に
至
っ
た
と
い
う
歴
史
の
名
残
な

の
だ
。

▼
議
長

▽
美
作

池
田

篤（
１
・
１４
）

▽
八
千
代

林

利
彦（
１
・
１５
）

▽
大
仙

佐
々
木
昌
志（
１
・
１６
）

▽
西
尾

岡
田
隆
司（
１
・
３０
）

▽
柳
川

龍

益
男（
１
・
３０
）

▽
田
原

河
合
�
人（
２
・
３
）

▽
小
諸

塩
川
重
治（
２
・
４
）

▽
倉
敷

大
橋

賢（
２
・
４
）

▽
長
浜

山
口
忠
義（
２
・
５
）

▽
多
久

牛
島
和
廣（
２
・
５
）

▽
戸
田

熊
木
照
明（
２
・
６
）

▽
菊
川

北
沢
俊
一（
２
・
６
）

▽
か
す
み
が
う
ら

桂
木
庸
雄（
２
・
９
）

▼
副
議
長

▽
八
千
代

武
田
哲
三（
１
・
１５
）

▽
大
仙

北
村

稔（
１
・
１６
）

▽
尾
道

山
中
善
和（
１
・
２１
）

▽
笛
吹

松
澤
�
一（
１
・
２３
）

▽
西
尾

杉
�
愼
一
郎（
１
・
３０
）

▽
田
原

彦
坂
雄
三（
２
・
３
）

▽
小
諸

町
田
照
美（
２
・
４
）

▽
倉
敷

今
川
鉄
夫（
２
・
４
）

▽
多
久

�
浦
啓
一
郎（
２
・
５
）

▽
戸
田

斎
藤
直
子（
２
・
６
）

▽
菊
川

岡
本
徳
夫（
２
・
６
）

▽
か
す
み
が
う
ら

小
座
野
定
信（
２
・
９
）

▼
事
務
局
長

▽
飯
田

篠
田
雅
弘（
１
・
１
）

▽
日
野

佐
野
榮
一（
２
・
１
）

▽
４
月
３
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
会
計

監
査
（
午
後
２
時
、
全
国
都
市

会
館
）
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
（
午
後
３
時
、
同
）

▽
４
月
９
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
正
副
会
長
会
議
（
午
後
３

時
半
、
川
越
市
）

▽
４
月
２０
日

地
方
行
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
さ
ぬ
き
市
）

▽
４
月
２８
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
正
副
会
長
会
議
（
午
後
３

時
半
、
広
島
市
）

▽
５
月
１４
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
理
事

会
（
午
後
１
時
１５
分
、
日
本
都

市
セ
ン
タ
ー
会
館
）
・
総
会

（
午
後
２
時
半
、
同
）

▽
５
月
２１
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
午
後
１
時

半
、
久
留
米
市
）

▽
５
月
２６
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
理
事

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
５
月
２７
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
総
会
（
午
前
１０
時
半
、
日

比
谷
公
会
堂
）
・
正
副
会
長
会

議
（
午
後
４
時
、
同
）

▽
５
月
２７
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
会
計
監
査

（
午
後
４
時
半
、ル
ポ
ー
ル
麹
町
）

▽
５
月
２７
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
監
事
会
議

（
午
後
４
時
半
、全
国
都
市
会

館
）

▽
５
月
２８
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
前
１０
時
、
日

本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）
・
代

議
員
会
（
午
後
１
時
、
同
）

お
知
ら
せ

本
紙
３
月
２５
日
付
第
１

７
１
９
号
は
、
第
１
７
２

０
号
と
併
せ
、
４
月
５
日

付
第
１
７
１
９
・
２
０
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

議

会

人

事

日
本
全
国
「
ご
当
地
の
ヒ
ミ
ツ
」

《１》

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

永
浜
敬
子

行

事

予

定

時の話題
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